
１．人材育成ビジョンとは

２．本県が目指す相談支援専門員像

３．相談支援専門員に求められる資質

・アセスメント力
・ニーズを理解し、支援を
 見立てられる力
・チームで協働し支援する力
・事例検討、個別支援会議の運営
・自己覚知、自己コントロール力

大切にすべき価値
・利用者の想いを理解して受け止める
 姿勢
・利用者の主体性を尊重する姿勢
・意思決定支援への着目
・ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄに着目した支援の構築
・プライバシーの保護
・利用者の権利擁護への姿勢
・中立性、公平性を保持

知識・技術
・障がい特性の理解
・障がい福祉サービスについての
 幅広い知識
・権利擁護についての知識
・情報収集力
・対人援助の技術
・ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｾｽの基本理解
・チームアプローチの技術
・ネットワーク構築

実践力

質の高い相談支援を実践できる相談支援専門員の
①継続的な確保
②資質の向上に向けた人材育成の在り方
③地域で求められる役割

を示すものです。

☆ソーシャルワーカーであることを自覚し、
利用者中心の支援を職場や地域で実践！

☆支援を通じて得られた
地域課題や必要な取組を地域の課題に集約し、
自立支援協議会などで提起しながら
地域の取組に発展！

☆利用者やその家族等が、地域で安心して生活を送ることができるよう、利用者中心の支援を行い、
・相談支援専門員としての大切にすべき価値を支援の拠りどころに、
・知識・技術・実践力を備えた、
ネットワークづくりや地域づくりを進めるための働きかけができる人材となることを目指します。

徳島県相談支援専門員 人材育成ビジョン <概要版>

全体版は県ＨＰをチェック！



４．人材育成における行政と関係機関の役割

５. 徳島県における相談支援専門員の人材育成のあり方

【専門性を高める研修】

国立リハビリテーションセンター学院における研修 等

専門コース別研修、虐待防止・権利擁護研修、医ケア児等コーディネーター等養成研修 等

地域自立支援協議会における研修、基幹相談支援センターの主催する研修 等

徳島県相談支援専門員協会の主催する研修、その他団体の主催する研修 等

職場内でのOJT・OFFJT等の研修

国

県

市町村

職能団体等

事業所

求めら
れる
役割

獲得
目標

相談支援専門員になるための
現場従事（相談支援等）

相談支援従事者初任者研修
（法定）

新任 初任

ソーシャルワーカーとして
大切にすべき価値を支援の
拠りどころとし、基本的な
知識・技術を習得。

・ｹｰｽﾜｰｸや個別支援会議の
 開催ができる。
・個別の計画相談が作成
 できる。
・地域自立支援協議会への
 積極的な参加。

・多職種連携、ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁの
 知識技術を習得。
・連携・調整などができ、
 ﾁｰﾑ支援が実践できる。

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｸ、ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
 ｱｸｼｮﾝが実践できる。
・大切にすべき価値を支援
 の拠りどころとし、
 知識・技術・実践を
 ﾊﾞﾗﾝｽよく体現化できる。

現任 主任

研修等

・事業所としての研修体系を構築し、
 職場内での指導、OJT、OFFJT研修に努める。
・職能団体や地域自立支援協議会等が実施する
 外部研修や地域活動へ職員を積極的に参加させる。

・相談支援専門員の職能団体という特性を生かし、
 現場の課題に応えられる
 ・効果性の高い人材育成研修
 ・各機関の取組に対する助言等を行う。

相談支援従事者現任研修
（法定）

主任相談支援専門員研修
（法定）

・法定研修をはじめ各種研修を実施し、人材の育成を図る。
・市町村や地域自立支援協議会における取組を支援する。
・徳島県障がい者自立支援協議会人材育成部会において、
 全県的な人材育成についての議論を行うとともに、
 人材育成ビジョンに基づき、計画的に人材育成を進める。

・基幹相談支援センターの設置を進め、人材育成を図る。
・職場内研修が困難な小規模な相談支援事業所に対し、
 各地域の自立支援協議会、基幹相談支援センター、
 委託相談支援事業所等が協力し、
 地域での総合的な研修体制を構築する。

事業所の役割 職能団体（徳島県相談支援専門員協会）の役割

県の役割 市町村（地域）の役割

・個別支援や
・市町村自立支援協議会等
への参加

・地域課題への対応

県・市町村で実施する
研修への参加

県・市町村で実施する
研修の企画運営

◆講師
◆ファシリテーター

県・市町村での
相談支援体制づくり


